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衆
議
院
議
員
木
村
太
郎
君
提
出
高
齢
者
の
災
害
関
連
死
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
「
直
近
の
申
請
数
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
明
ら
か
で
は
な
い
た
め
、
こ
れ
に
つ
い
て
お
答
え
す
る
こ
と
は
困

難
で
あ
る
。
な
お
、
災
害
弔
慰
金
の
支
給
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
八
年
法
律
第
八
十
二
号
）
の
規
定
に
基
づ
き
、
市

町
村
が
東
日
本
大
震
災
に
よ
り
死
亡
し
た
者
の
遺
族
に
対
し
て
災
害
弔
慰
金
を
支
給
し
た
件
数
に
つ
い
て
は
、
平
成
二
十
三

年
七
月
十
四
日
現
在
、
北
海
道
に
お
い
て
五
件
、
青
森
県
に
お
い
て
十
二
件
、
岩
手
県
に
お
い
て
七
十
八
件
、
宮
城
県
に
お

い
て
三
千
二
百
二
十
五
件
、
秋
田
県
に
お
い
て
四
件
、
山
形
県
に
お
い
て
三
件
、
福
島
県
に
お
い
て
四
百
八
件
、
茨
城
県
に

お
い
て
二
十
一
件
、
栃
木
県
に
お
い
て
四
件
、
群
馬
県
に
お
い
て
一
件
、
千
葉
県
に
お
い
て
十
九
件
、
東
京
都
に
お
い
て
四

件
、
神
奈
川
県
に
お
い
て
一
件
、
静
岡
県
に
お
い
て
三
件
、
大
阪
府
に
お
い
て
三
件
、
兵
庫
県
に
お
い
て
一
件
、
佐
賀
県
に

お
い
て
一
件
で
あ
る
。

ま
た
、
災
害
弔
慰
金
の
支
給
に
係
る
地
方
自
治
体
の
負
担
に
つ
い
て
は
、
同
法
に
基
づ
き
、
災
害
弔
慰
金
の
支
給
に
要
す

る
費
用
の
二
分
の
一
に
つ
い
て
国
庫
負
担
を
行
う
と
と
も
に
、
そ
れ
以
外
の
地
方
負
担
分
に
つ
い
て
、
地
方
財
政
措
置
を
講

じ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
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二
に
つ
い
て

福
島
県
に
よ
る
と
、
東
京
電
力
株
式
会
社
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
か
ら
三
十
キ
ロ
圏
内
に
は
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

及
び
養
護
老
人
ホ
ー
ム
が
合
計
で
十
四
施
設
存
在
し
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
の
施
設
に
お
け
る
死
亡
者
数
に
つ
い
て
は
把
握
し

て
い
な
い
と
の
こ
と
で
あ
り
、
政
府
と
し
て
お
尋
ね
に
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
な
お
、
同
県
に
よ
る
と
、
東
日

本
大
震
災
の
発
生
か
ら
平
成
二
十
三
年
六
月
末
ま
で
の
間
に
お
い
て
、
こ
れ
ら
の
施
設
の
入
所
者
の
う
ち
、
死
亡
し
、
若
し

く
は
行
方
不
明
と
な
り
、
又
は
こ
れ
ら
の
施
設
か
ら
退
所
し
た
者
等
の
数
は
、
地
震
及
び
津
波
に
よ
る
直
接
的
な
死
亡
者
及

び
行
方
不
明
者
を
含
め
、
お
お
よ
そ
百
四
十
名
で
あ
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。

三
か
ら
五
ま
で
に
つ
い
て

東
日
本
大
震
災
の
被
災
者
の
う
ち
、
介
護
を
必
要
と
す
る
高
齢
者
（
以
下
「
要
介
護
高
齢
者
」
と
い
う
。
）
に
つ
い
て
は
、

そ
の
生
命
及
び
安
全
の
確
保
の
観
点
か
ら
、
介
護
施
設
等
へ
搬
送
す
る
場
合
に
は
、
搬
送
時
に
で
き
る
限
り
医
療
関
係
者
に

よ
る
付
添
い
を
行
う
こ
と
と
し
、
こ
れ
が
困
難
で
あ
る
場
合
に
は
医
療
機
関
等
と
の
連
携
体
制
を
確
保
す
る
こ
と
、
搬
送
時

ば
か
り
で
な
く
、
搬
送
後
も
必
要
な
医
薬
品
等
が
確
保
さ
れ
る
よ
う
配
慮
す
る
こ
と
、
搬
送
後
は
、
搬
送
前
に
受
給
し
て
い

た
サ
ー
ビ
ス
の
内
容
を
記
載
し
た
記
録
等
を
確
認
す
る
こ
と
に
よ
り
、
要
介
護
高
齢
者
の
状
態
や
使
用
医
薬
品
等
の
情
報
を

二



伝
達
す
る
こ
と
等
に
留
意
す
る
よ
う
、
都
道
府
県
を
通
じ
、
市
町
村
及
び
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
に
対
し
て
要
請
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
る
。

ま
た
、
厚
生
労
働
省
と
し
て
は
、
今
後
、
こ
れ
ま
で
の
被
災
地
に
お
け
る
要
介
護
高
齢
者
の
介
護
施
設
等
へ
の
受
入
れ
に

関
す
る
調
整
及
び
広
域
的
な
連
携
の
状
況
等
を
検
証
し
つ
つ
、
災
害
時
に
お
け
る
要
介
護
高
齢
者
の
介
護
施
設
等
へ
の
受
入

れ
に
関
す
る
調
整
及
び
広
域
的
な
連
携
の
在
り
方
に
つ
い
て
検
討
し
て
ま
い
り
た
い
。
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